




















　キム・ボンジュンとホン・ソンダムという「現場美術」の主導者たちより 13 ～ 14 年も年下のイ・
ユニョプ（1968 ～）は、1990 年代以後の韓国の民主化のあとにもこれらの先輩画家が開拓した「現
場美術」を、今日的な政治・社会状況のなかで実践している作家です。彼は水原に生まれ、水原大学
西洋画科で学び、相当な数の展覧会を行ってきていますが、そのほとんどは、現代美術で知られるソ
ウルの美術館やギャラリーでのものではなく、特定の社会的な問題や政治運動にかかわるものです。

　イ・ユニョプは肉体労働者として働いた経験から、主に労働者と農民の人生の哀歓を描いていまし
た。2005 年からは米軍基地移転反対闘争が行なわれていたテチュリに住んでいましたが、翌年に警
察と軍隊によって小学校が強制撤去された後になって、住民の生活に取材し闘争を支援する作品の制
作を始めます。大企業の再開発のための立ち退き要請に抵抗する人々が亡くなった龍山惨事（2009年）
の後にはこの事件を扱った多くのプロジェクトを実施し、一周年である 2010 年には〈派遣美術〉を
結成します。その後も〈派遣美術〉として、非正規労働者が不当解雇に抗議してクレーン上にたてこ
もった韓進重工業闘争（2011 年）などで地域住民や労働者を支援する活動を続けています。

　イ・ユニョプも木版画を主な表現手段としていますが、ベニヤ板を版木として、しばしば 1.5m を
超える大きなサイズが選ばれていることが特徴です。彼の版画イメージは印刷物の版下や T シャツの
図柄にもなりますが、この大きなサイズによって、オリジナル版画でも多くの人の眼にふれやすいも
のになります。運動の手段として使われるイメージには 1980 年代後半の「民衆美術」を思わせる闘
争的・プロパガンダ的なものもありますが、彼の作品で特徴的なことは、テチュリほか地方の農村に
生きる実在の人々の、農作業をするでもなく、政治闘争をしているようにも見えない、また歌や踊り
に興じることもない、ごく普通の人びとの、ありのままの姿が登場することです。特に『エバーラン
ドで、キムさん』のように大きなサイズで刷られると、実在する市井の人々が生きた人生への敬意と
畏怖の気持ちが伝わってきます。本展の『龍山復活図』でも、特に英雄的な人物に見えない人々の行
動と決意をたたえ、花畑のなかで聖化していく手法は、『黄泉路』にも通じます。
　また『冬、練炭配達』や『ケクサリの人びと』で明らかなように、大きなベニヤ板をざくざくと彫
りこみ、厚い紙がめりこむほどの力をこめてスプーンで刷ることにより、写真や複製では伝わらない
物質的な存在感を作品に与えています。
　これらの大判作品のほか、イは販売して活動資金にするための小さな版画も多数制作していますが、
特に小さな作品では、伝統的な民画や木版画特有の単純化というよりも、より若い世代ならではのマ
ンガ的にも見える様式があります。そのような様式と、まじめに生きる人が見せてしまうユーモラス
な振る舞いへの観察力は、『テチュリ婦女会長さん』のように、巨大な米軍ヘリコプターのうえに立つ、
いかにも韓国の主婦といった出で立ちの女性に現れています。

イ・ユニョプと〈派遣美術〉



イ・ユニョプ原画による龍山惨事被害者の絵を掲げたデモ　　2010 年 1月　ソウル
写真撮影・提供　チョン・ミヨン（派遣美術）
Street demonstration with an enlarged painting by Lee Yunyop which depicted the victims of
Yongsan Disaster, January 2011, Seoul
Photo courtesy: Chun Miyoung, Dispatch Art Collective 



労働者キム・ジンスクがたてこもる韓進重工業のクレーンの
下に掲げられたイ・ユニョプ『ここに人がいる』と
〈派遣美術〉メンバー（左から二人目がイ・ユニョプ）。
2011 年 4月・釡山
写真提供　チョン・ミヨン（派遣美術）

Lee Yunyop’s “Here is a Human” hung under a crane above
which Kim Jinsook, a woman laborer of Hanjin Heavy Industry,
had been occupying, with members of Dispatch Art Collective
(Lee Yunyop is second from left.)
April 2011, Busan
Photo courtesy: 
Chun Miyoung, Dispatch Art Collective.

クレーン上のキム・ジンスクに見せるために置かれた絵と
全国から支援のために「第 1次希望バス」で集まった人々。
一人あるいは数人ごとにパフォーマンスを見せた。絵には

「人は花だ　わたしたちは花だ　眼は花だ」と書かれている。
2011 年 6 月 釡山

写真提供　チョン・テヨン（派遣写真家）

A painting which Dipatch Art Collective created to show
Kim Jinsook on a crane and the people who joined “The First Bus

for Hope” to cheer up her. They showed performances to Kim,
one by one, or in groups. On the painting is written 

“Humans are flowers, we are flowers, eyes are flowers.” 
June 2011, Busan

Photo courtesy: 
Chun Taeyoung, Dispatch Photographer










